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来年の卒業式で　根津さんの「君が代」解雇をさせない

　　　　　　　　　　河原井さんの「君が代」停職6ヶ月をさせない

　10月5日の第1回、One Day アクションの際には、たくさんの皆様にご参集いただきありがとうございました。私たちは、あの日の意思表示は大きな効果があったという手ごたえを感じています。暮れの、忙しく寒い時ではありますが、第2回目のOne Day アクションを企画しました。私たちの熱い心で都庁前を熱い場所にし、冬の木枯らし“逆風”を、一足早く暖かい春の“順風”に変えようではありませんか。

詳しくは、同封のチラシをご覧ください。〔事務局〕

御礼そして引き続きお願いです
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

· ●「君が代」解雇をさせない署名の第1次締め切り●●


　　　　私たちは、来年に危惧されている根津公子さんの「君が代」解雇をさせない、再来年に危惧されている河原井純子さんの「君が代」解雇をさせないために、7月から皆さんに署名をお願いし「君が代」解雇をさせないための声を集めてきました。

10月3１日の第1次締め切りには、おかげさまで、10454筆の署名をいただくことができました。ありがとうございました。この署名の宛先は、都教委の教育長及び教育委員長、根津さんの勤務校である都立南大沢養護学校長、河原井さんの勤務校である八王子東養護学校長ですので、11月15日、会員10名ほどで、この3箇所に署名用紙の束を届けにいきました。参加した会員の報告です。

なお、署名は今後さらに継続しますので、よろしくお願いいたします。

　　　　　どうか受け止めてください　１０４５４筆
　　　　　　　　　　

　　　　　　　署名に込められた沢山の願いを　　　　　　　　　斉藤義子

１１月１５日１００００筆を超えた署名をかかえ、皆さんの思いを伝えようと河原井さんと根津さんの勤務校訪問そして都教委要請をしてきました。秋の空に様々な木々の紅葉が美しく映えて良き香りの日でした。させない会メンバーの９人～１０人が９時３０分に豊田駅に集まりました。ずしっとくる署名の厚みを目に焼き付けて欲しいので都教委に提出してしまう前に各校長にみてもらおうと考えました。

○最初は八王子東養護学校です。訪問の旨を事前に℡でお願いしましたが「会わない」という返事でした。でも前回３月８日の時のこともあるので行きました。門はスムーズに開き玄関から廊下奥の受付まで進み正規の手続きも終え待ちました。副校長が降りて来て「校長は北海道に研修でいないので・・・・」ということで校長には会えないことは分かりました。(北海道といえば、北教委が行った北海道文化賞贈呈式で，受賞者の演出家鈴木喜三夫夫妻が日の丸に背を向け君が代を歌わないで着席するという文化的な表現に関してのニュースがあったばかり。運命を感じますが校長は何の研修をしてきたのでしょうか。)

私たちは副校長に訪問の趣旨を説明し、署名は渡せないので数を書いた鑑文を手渡そうとすると書類は一切受け取らないという頑なな態度を固持しました。「私たちだけには会わないし受け取らないというのは差別ではないか」「ガラス張りの学校経営を目指すというのに矛盾しているではないか」「理由は何ですか」「要請書等を受け取るのは公立学校の義務でしょう」・・・・・と問えば「組織人として・・・・・上司の考えですから・・・・・・」のみを繰り返すばかりでした。３０分ほど押し問答をしました。「時間ですので」とそそくさと階段を駆け上って行ってしまいました。何を言っても聞く耳を持たないばかりか紙１枚を受け取る手もない呆れる対応でした。前回は校長まで出てきて署名も受け取っていたのに「今度こそ、そのまた上司(都教委でしょうね)の意に反しないようにやらねば」と校長・副校長の思考が固まってしまっている状況を強く感じました。怖いことです。

○次の訪問先は南大沢学園養護学校です。門はやはりスムーズに開きました。が、玄関を入ったとたん先ほど２階から私たちを見ていた副校長２名がやってきました。「取り返しのつかない事態になるような職務命令は出さないで欲しい」等要請趣旨を伝えると、いきなり「内の職員に関することは一切応えません。」ときました。署名数を書いた表紙の鑑文は「はい受け取ります」とあっさり済みましたが、「話はしない、早く帰れ」とばかりの対応でした。門で振り返ると２階から私たちが帰るのを確認しているお二人と目が合いました。すぐどこかに連絡するのでしょうね。

どちらの学校もなにかの命令におびえているようでとても考えた上での行動ではない感じでした。副校長さん達だって障がい児教育に携わる中でかつてはきっと、「教育とは」「自由とは」「憲法とは」「人間とは」と考えたことがあるだろうに。ただただ上司に従う今の自分をふとした時に哀しく思ってほしいものだ。閉ざされた心とは対話は出来ないなーと思いながら都庁へと向かいました。

○都教委では、思ったより待遇がよく（？）お出迎えと、見送り付きでした。課長が議会でいないので、係長の徳田哲吉さんが対応しました。さすがに部屋には入れてくれませんでしたが、「巡った二校の冷たさや、対応の差別性など訴えると静かに聞いていました。一万筆以上の署名の重さ、都の教育の異常さ、根津さんには後がないこと、免職をぜったいさせないようにということ」などをしっかり伝えました。　都教委はこのことはきちんと知らせますとの回答でした。徳田さんは、ちょっとやさしめの人ですが、これからどんどん変わっていくのでしょうね。

　∞　　∞　∞　　　　　　　　　　　　　∞　∞　∞　　　　　　　　　　　　　　∞　∞　∞　∞

· ●意見広告へのご賛同ありがとうございます●●

基金事務局・松浦
お蔭様で、11月23日現在、「君が代解雇をさせない意見広告基金」には、394件、1,385,960円の賛同金が寄せられました。皆様のご協力に心より感謝申し上げます。賛同は、東京だけでなく北海道から沖縄まで各地から寄せられています。また「周囲に声をかけてみるのでチラシを送ってください」というお申し出も何件もいただきました。ありがとうございます。

　現在、事務局としましては、教育・歴史・ジェンダー・憲法に関する市民運動団体・研究会などをインターネット検索等で調べ、機関誌等発送時の意見広告チラシの同封、メーリングリストへの東京の強制・処分の現状と意見広告の案内の発信、ニュースレター等の情報欄やホームページへの掲載依頼等を、電話やメールでお願いしているところです。突然のお願いにもかかわらず、協力にご快諾下さいました各団体の皆様には、この場をお借りして厚くお礼申し上げます。

しかし、全国紙への広告掲載という目標達成には、現状額ではまだまだ遠く及びません。東京であっても、「えっ、そんなことが起きてるんですか？」と驚かれる人は多くいます。東京の強制と処分・「君が代解雇」が目前に迫っている現状をより広く知らせるために、意見広告のチラシをご利用ください。全国紙への全面広告を実現させ、2万人の想いを石原都教委の眼前につきつけてやりましょう。

∞　∞　∞　　　　　　　　　　∞　∞　∞　∞　　　　　　　　　∞　∞　∞　∞　

 ●●さらなる資金カンパをお願いします

…2007年の被処分取り消しも提訴しました●●　

事務局会計

　線路はつづくよどこまでも・・・・闘いは海を越え世界を巡って広がりだしています。色々な国の人々と平和と自由を求める思いは「根津さん・河原井さんらを解雇させてはならない」という形で繋がり出しています。11月8日の法廷には外国の方の姿もお見受けしました。闘いは更に続きます。根津公子さんは第１０次の被処分（２００７年３月卒業式不起立）停職６ヶ月・河原井純子さんは第６次被処分(２００７年３月卒業式不起立)停職３ヶ月の処分取り消せ訴訟が新たに始まりました。そういうわけで裁判費用は増すばかりですが、勝利裁判として歴史の１ページをなんとしても切り拓きたいと願っています。会費に続くお願いで申し訳ないのですが１２月カンパ用として振替用紙を入れさせていただきました。どうかよろしくお願いいたします。(２００７年度会費まだの方も加えてよろしくお願いします。)



　　　　11月は毎週、裁判がありました

◆◆11月8日（木）
　15:30～河原井さん・2007年3月卒業式被処分・停職3ヶ月取り消し提訴

  16:00～河原井さん・2006年1月周年行事被処分・停職1ヶ月取り消し訴訟

　　　　 根津さん・2006年3月卒業式被処分・停職3ヶ月取り消し訴訟

  16:30～河原井さん・2005年3月卒業式被処分・減給6ヶ月取り消し訴訟

　　河原井さん･2007年3月卒業式被処分･停職3ヶ月取り消し請求提訴　


………当時の多くの教員たちは、おかしいことに「ＮＯ」と言わせない教育、国のために命を捧げることの正義を一方的に教え込みました。教室から、戦争への道を着実に築いていったのです。身震いするほど、恐ろしいことです。絶対に拒否しなければなりません。今、ひとりでは安全な所に逃げることができない子どもたちと共にいます。日々、「教室から戦争を始めてはいけない」と心に刻んでいます。再び過ちを繰り返してはいけないと肝に銘じている毎日です。………



　　　　　　　　　　　　　　　　　陳述書　　　　2007年11月8日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原告　河原井純子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都立八王子東養護学校教諭

私は、2007年3月19日、都立八王子東養護学校・高等部の卒業式において、「国歌斉唱･君が代」時に、ひとりの人間として、ひとりの教員として、どうしても起立することができず、3月30日に、東京都教育委員会より停職3ヶ月という重たい処分を課せられました。繰り返し、繰り返し、腸（はらわた）がちぎれるような重たい処分を課せられようと、私が、どうしても起立できない理由をここに述べたいと思います。私の心からの叫びです。聞いてください。

＜私は、今、教員として生きる＞

私の現在の勤務校は、前述しましたように、都立八王子東養護学校の高等部です。

24時間、酸素ボンベが手離せなかったり、食事を口からではなく鼻から注入している子どもたちが学ぶ肢体不自由の養護学校です。

ほとんどの子どもたちが自立移動ができずに車椅子で押されて移動しています。子どもたちと意思確認を常時丁寧にしなければならない事が多々あります。ひとりでの移動が困難ですので、非常事態が起こったとき、戦時下では、いちはやく命の保障が危ぶまれる子どもたちと、日々、共に学習したり、生活したりしています。命と直結しています。ここで、尊敬する先輩教員たちの言葉が私に強く迫ります。そして、ひとりの人間として、ひとりの教員として、その言葉たちは、今、何を実践すべきかを示唆しています。

「戦争は、教室から始まる」この言葉、衝撃でした。過去の痛ましく悲惨な戦争の歴史が、それを鮮明に、証明しています。まさにその通りです。

当時の多くの教員たちは、おかしいことに「ＮＯ」と言わせない教育、国のために命を捧げることの正義を一方的に教え込みました。教室から、戦争への道を着実に築いていったのです。身震いするほど、恐ろしいことです。絶対に拒否しなければなりません。今、ひとりでは安全な所に逃げることができない子どもたちと共にいます。日々、「教室から戦争を始めてはいけない」と心に刻んでいます。再び過ちを繰り返してはいけないと肝に銘じている毎日です。

これはある校長の言葉です。「学校において職務命令が発令された時、それは、学校が、教育そのものを放棄したことを意味する。学校現場、教育現場に職務命令は、なじまず、不要である。私は、どんな時でも、職務命令は発令しない。」「学校とは何か」「教育とは何か」の根源的な応えでした。20代のときの出会いでした。57歳の現在もまったくその通り。この学校観、教育観は33年もの間決して揺らいでいません。

　教育の営みに、完全無欠なものなど存在しません。「対話して」「対話して」「論議して」「論議して」創っていくものです。そして絶えず、謙虚に反省して継続していくものです。だからこそ「命令」も「服従」も存在しないのです。

　しかし、現在、学校現場・教育現場に「職務命令」が連発して発令されるようになりました。特に、2003年10･23通達以降、教育の営みの命である「対話すること」「論議すること」が、学校現場･教育現場から一方的に奪われました。信じられないことが現実に起こったのです。「おかしいこと」に「おかしい」と言い、それを「不起立」というかたちで態度表明しただけで処分までされるようになりました。それも、想像を絶する程の重たい累積処分です。

　異なった議論、異なった意見を決して認めないのです。まさに違憲行為そのものです。これは、ひとりの人間として、ひとりの教員として黙っているわけにはいきません。決して見過ごすわけにはいかないのです。教育が根底から破壊されているのですから。こどもたちひとりひとりの命を育むことができない「学校」は「学校」ではありません。私は、学校で試行錯誤しながら、教育の営みをただ続けていきたいのです。これからも命令に服従せず「学校とは何か」「教育とは何か」という根源的な問いを、子どもたちとともに、教育実践・教育活動のなかで具現化していきたいと切望しています。

我が子の担任の言葉です。「障がい」のある子の親でした。25年前のことです。「学校や社会は多種多様な雑木が共生共存できる雑木林が望ましい」。

私も幼い頃より、画一の強制を嫌いました。私は私でありたいと訴える子どもでした。しかし、今、学校や社会は画一の人工林化に邁進しています。そして執拗に競争を強いられています。まさに呼吸困難な状態に陥っています。雑木林は「障がい」があってもなくても共生共学のできるやさしい社会や学校です。

ひとりひとりが最大限、大切にされる社会や学校づくりを、日常の教育実践･教育活動のなかで目指していく覚悟です。私は、今教員として生きつづけています。

＜最後にどうしても「起立」できない＞

私は、陳述書のたびに繰り返し繰り返し述べてきましたが、教員生活33年間のなかで子どもたちと大切にしてきたメッセージがふたつあります。とても素朴なメッセージです。ある時は日常生活のなかで、ある時はホームルームで、ある時は社会進路で、ある時は保健･性教育で、さまざまな授業のなかで。

ひとつは、どんな時でも「Ｙｅｓ」「Ｎｏ」をお互いに勇気をもってはっきりと言い合おうということです。特に、「おかしい」と思ったことには、「Ｎｏ」と言って行動しようと。そのことは、憲法や子どもの権利条約などで最大限守られているので、安心していいと。

それから、もうひとつは「女らしく生きる」とか「男らしく生きる」とかいうことが大切なのではなく、お互いに「自分らしく生きる」ことを模索し続けていくことが、最も大切であること。

このふたつでした。

これは、私のささやかな教育実践・教育活動の根幹をなしているものです。教育実践・教育活動の根幹をなしているからこそ、「君が代」時にどうしても起立することができないのです。なぜなら、2003年10･23通達は、どこから読んでも「おかしい」ことばかりです。迷わず「Ｎｏ」です。たとえどんなことがあっても、この命令に服従することはできません。2006年9･21難波判決にやっとあたたかい血の通った人間に出会えた思いがして、涙しました。この裁判においても、人権判決でありますようにと祈るばかりです。

陳述を終わります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　………………………………………

◆◆11月15日（木）　15:00～
　　根津さん・2007年3月卒業式被処分・停職6ヶ月取り消し請求提訴


………（足立区の学力テスト不正事件に触れ）……私はこれら一連の行為は、上意下達の組織の中で起こるべくして起きたことだと考えます。都教委が地区毎の成績順位を発表する中で、足立区教委は「最下位」を脱却すべく、問題配布だけでなく、順位によって学校予算に差をつけたりもしました。……………また、問題配布がされた校長会に出席した校長たちも同様に、誰一人、これを問題にできませんでした。誰もが上意下達のピラミッド体制に組み込まれ、思考停止に陥り、「おかしい！」と言える人がいなくなったために起きたことです。都教委の進める上意下達体制の下で組織の構成員が判断力を失い、その結果招いた教育破壊の一例です。…………例え区教委や校長が同様のことをしたとしても、職員会議がかつてのように最高議決機関として機能していたならば、論議が起こり、自浄作用が働いて、このようなことは起きなかったはずです。これは現場にいる者として、断言できます。

陳　述　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００７年１１月１５日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    根津　公子
　　　　　　　　　　　　　　　　        当時・町田市鶴川第二中学校教諭
　　　　　　　　　　　　　　　        　現・都立南大沢学園養護学校教諭

私は2007年3月19日に行われた町田市立鶴川第二中学校の卒業式で、「君が代斉唱」の際に起立を求める職務命令に違反したとして停職6ヶ月の懲戒処分を受けました。

　都教委は昨年５月の教育委員会定例会で処分量定の改訂を提案した際に、「停職は６ヶ月まで」と説明しましたので、この卒業式で起立しなければ免職まであと一年の命、と覚悟せざるを得ませんでした。本件裁判の開始に当たり、不起立にクビをかけねばならない異常さに理不尽さと恐れを感じながら、それでも不起立を選択せざるを得なかった私の思いを陳述します。

（１）２００７年３月の卒業式での不起立に至る経過

停職3ヶ月の件での裁判でも陳述させていただきましたが、まずは、「もう起立はできない。生徒たちにも私自身にも嘘をつくのはやめよう」と思うに至った２００５年３月の立川市立立川第二中学校での卒業式の体験から話さねばなりません。当時は、「不起立３回で免職、と都教委が言った」とささやかれていましたから、この時点ですでに減給３ヶ月であった私は、後何回かの不起立で免職になるかもしれないという不安から、定年までの手持ちカードを数え、少しでも免職を先に延ばしたいと考えて、心は揺れていました。

結局私は、「君が代」の途中までは起立を求める職務命令に従うことを決め、気持ちを整理して、当日を迎えました。しかし、気持ちの整理など簡単につくものではありませんでした。

当日、「一同起立。礼」の号令、そして「開式のことば」で式が始まり、続けて「国歌斉唱、前奏に続いて皆様ご唱和ください」と司会が発すると、私の心臓は飛び出すばかりに鼓動し始めました。目の前は真っ白、くらくらしました。体を支えるために、足に力を入れましたが、いつ倒れてもおかしくない状態でした。そのとき私の脳裏には、侵略戦争を展開した中国大陸で、上官から銃剣を構えさせられ、目の前の捕虜にされた中国人を「突け」と命令された、初年兵の姿が浮かびました。その姿はそのまま私で、「お前は突くのか」と言われているようでした。立つなどと約束しなければよかったと後悔しました。

立っている間中、私は理不尽なことに応じている自分自身をとても恥ずかしく思いました。しかもその行為を生徒の前で行ったのですから、後悔は頂点に達していました。「口では偉そうなこと言いながら、結局は大人なんてこんなものさ」と、生徒に示したようなものです。理不尽なことに従うことはもうできない、やめよう、と思い、それからの入学式・卒業式では、停職にされ、免職の心配が大きくなっていきましたが、起立の職務命令には従えずにきました。

（２）「日の丸・君が代」の強制に反対する理由

　これについても停職3ヶ月の件での裁判でも陳述させていただきましたが、私が「日の丸・君が代」の強制に反対し、起立を求める職務命令に従うことができないのは、都教委の進める「日の丸・君が代」教育が教育を否定する行為であるからです。教育とは、資料を基に考え判断するその過程での頭と心の耕しであるはずです。私は担当する家庭科でも、教科外指導でも教育活動のすべてについて、生徒が考え判断する過程を大事にした指導をしてきました。生徒たちには常日頃、「考えずに従うのではなく、自分の頭で考え、判断して行動しよう」と言ってきました。「日の丸・君が代」問題だけを例外とすることはできません。「日の丸・君が代」についても教員である私たちがすべきことは、授業で取り上げ、生徒たちが考えるに足る資料を提供することや、自ら調べてみたくなるよう興味・関心を持たせる働きかけをすることだと確信します。その耕しをせずに、小学校入学から高校卒業までの期間、繰り返し「立ちなさい。歌いなさい」と指示し従わせることは、子どもたちから考え判断する力を奪い、上からの指示・命令に考えずに従う、上意下達をよしとする人間をつくります。そして、子どもたちに一つの価値観を絶対なものとして植えつけます。これは、戦前・戦中の誤った軍国主義教育と同じであり、民主主義の否定であり、繰り返してはならないことです。

（３）上意下達・思考停止は社会を悪くする

ところで、上意下達が組織を腐敗させる顕著な事件が都教委管轄内でも起きました。今年（2007年）７月、足立区での学力テストで平均点を上げるために、校長の指示の下、子どもが間違えた解答を指差して教える不正や障がいを持った生徒の答案抜き取りがあり、それが２年半も経ってようやく発覚しました。調査を進める中で、区教委が事前に問題の一部を校長会で配布したことも発覚しました。

　私はこれら一連の行為は、上意下達の組織の中で起こるべくして起きたことだと考えます。都教委が地区毎の成績順位を発表する中で、足立区教委は「最下位」を脱却すべく、問題配布だけでなく、順位によって学校予算に差をつけたりもしました。また、区教委からの指示を果たそうとするあまり、校長は判断力を失い、前述した行為に走りました。校長の判断をほとんどの教職員は問題だと感じたはずです。しかし、感じながらも、指摘はできなかったのでしょう。また、問題配布がされた校長会に出席した校長たちも同様に、誰一人、これを問題にできませんでした。

朝日新聞の報道（2007年10月13日）によると、出席した89人の校長のうち、54人は「不審に思った」というのにです。また、明らかに不正行為であるのに、「不正とは思わなかった校長が35人いたというのも、怖いことです。

誰もが上意下達のピラミッド体制に組み込まれ、思考停止に陥り、「おかしい！」と言える人がいなくなったために起きたことです。都教委の進める上意下達体制の下で組織の構成員が判断力を失い、その結果招いた教育破壊の一例です。

例え区教委や校長が同様のことをしたとしても、職員会議がかつてのように最高議決機関として機能していたならば、論議が起こり、自浄作用が働いて、このようなことは起きなかったはずです。これは現場にいる者として、断言できます。

　私はまた、子どもが間違えた解答を指差して教え歩く校長や教員の姿を直に見た子どもたちが、それをどう感じたか、とても気になりますが、当事者たちの意識には、子どもが不在だったというしかありません。

　この問題一つを見ても、指示・命令で動かされる組織は、権力を持つ者の利己的な利害で動かされがちであり、しかもその事態に対して自浄作用が働かなくなることが明白です。上意下達・思考停止は社会を悪くするということです。

　ところで、この問題が発覚したのは、内部告発をする人が現れたことによります。ミートホープ、白い恋人、赤福、比内鶏・・・と、企業が儲けのためにはたらく不正が立て続けに発覚していますが、これも、圧倒的に大多数の不正に目をつぶる人が存在する中で、一人、内部告発をする人が出現したことによります。自浄作用が機能しない上意下達の組織では、内部告発こそが組織を浄化させます。

　こうした現実に目を向けたなら、個人のためにも社会のためにも、上からの指示・命令に考えずに、あるいは、理不尽さを感じながらも従うのではなく、自分の頭で考え判断し、また論議し決定していくことが大切であることは、はっきりしています。だからこそ、子どもたちには、考えることの大切さを教育活動のあらゆる場面で、具体的に丁寧に教えていくことが不可欠です。上意下達に組み込まれる人間を学校がつくりだしてはならない、都教委・市教委が進める「日の丸・君が代」教育は直ちにやめさせなければならないと思うのです。

私は10月から南大沢学園養護学校で働いています。4ヵ月後の卒業式でもやはり起立はできないと考えており、クビを覚悟し、残される日を数えるような日々を送っています。同じ法令下にありながら、東京の教員であるがゆえに免職と言うのはどう考えても納得いきません。

裁判所におかれましては、東京の教育行政の暴走をストップさせるために、そして私を救うために、私に対する処分を撤回し、免職を回避してくださいますよう、お願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………

※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※
◆◆11月21日（水）　10:00～17:00
　根津さん多摩中裁判

　　　　　　　　　2002年3月・協議会に出なかったという理由で減給3ヶ月被処分

　　　　　　　　　　　午前中：当時の多摩中前島校長尋問　　午後：根津さん尋問

多摩中事件裁判報告　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子

午前中は当時の多摩中校長への尋問、午後は本人尋問で、朝１０時に始まった尋問が終了したのは１６時４５分。その間、たくさんの方に傍聴していただき、ありがとうございました。以下、簡単に報告します。

◆校長尋問◆

この裁判は、２００１年２月から１３ヶ月にわたった攻撃の中で、授業観察後の協議会への出席を求める職務命令に違反したとして出された減給３ヶ月処分をめぐっての争いです。しかし、それだけでなく、上からの指示の下、私を指導力不足等教員に仕立て上げようと、手段を選ばずに生徒や保護者を利用した校長の責任を問題にしています。その校長に対する尋問でした。

校長は、裁判に先立ち、嘘で塗り固めた、きっと自分でもどこまで嘘を書いたか迷うであろう陳述書を提出していました。「原告には年間指導計画や学習指導案を作成する能力に課題がある。・・・学習指導要領を理解し、これに則した授業を行えないという課題がある。」「生徒の心の変化に気づかない原告に（ママ）、生徒を指導していく能力に不足している」というものでした。

具体的に、こんなことも陳述しています。人事委員会の段階からそうでしたが、「１年生の食物については合成着色料、合成洗剤、に関するもので」との主張。１年生では、合成着色料を全く扱っていないのに、また、合成洗剤も食物での扱いではないのに、何を勘違いしているのか・・・。また、３年生の「農産物と農薬」の授業で見せたビデオに、農民が農薬を浴び慢性皮膚炎になった手を見せ、また、家で食べるりんごは農薬を使わず別の畑で作っていると話し、「恐ろしいですよ。それを皆さん、おいしいおいしいと食べている」と笑って言う場面があるのですが、その農民の笑う気持ちを私が生徒に質問したことについて、「農家の人への反感を煽るための質問だと感じた」と言うのです。相手の心情を汲み取る想像力が欠如していると言わざるを得ません。理解力のなさに、唖然としてしまいました。

被告代理人による尋問は、打ち合わせどおりなのでしょう。淀みなく行われましたが、そこにはまた新たな作り話がありました。

原告代理人による尋問では、矛盾が次々に現れました。いくつかを紹介します。
▽「生徒が性に対しゆがんだ認識を持ち、性をもてあそぶ言動をしたり……という状況への対応は、「家庭科だけでやるものではない。学校全体ですべきこと」と言う校長に、「ならばあなたはそれをやったのか」と聞けば、「していません」。

▽「従軍慰安婦についての授業で使用したプリントに客観的事実の誤りがあったのか。精査したのか」と聞けば、校長は「市教委に精査してもらった」と言う。しかし、その報告の「文書は来ていない」と言う。精査したなら、その証拠を残すことこそ、教育行政にとっては大事であったはずだ。指導力不足等教員申請のための資料に使えるのだから。また、精査して私のプリント教材に誤りや問題があったのなら、具体的に指導すべきだっただろうに、なぜしなかったのか？ と聞きたいところだ。

▽「従軍慰安婦なんて家庭科ではない、などと言ってはいない」とこれまでずっと否定してきた校長に、今日も否定したら、「言ったではないか。これはあなたの声ですね」と証拠を突きつけようと、当時録音したテープとレコーダーを持参して臨んだ。さあ、いよいよというところで、裁判長はテープの再生にやや難色を示し、テープの反訳文で十分だと言う。そして校長は反訳文を前に、きょうはあっさり自分が話したことを認めた。

「従軍慰安婦なんて家庭科ではない、と言ったことは間違いでした」と、当時の保護者や生徒たちの前で、きっちり訂正してほしい。訂正や謝罪に、時効はありません。

◆本人尋問◆　　　　　　　　　　　

被告代理人の尋問からいくつか。

▽「旧学習指導要領の食物分野には何と書いてあるか。被服には何と書いてあるか」と聞いてきました。３０数年中学校の家庭科を担当してきて、家庭科の学習指導要領を知らないわけがないのに、この人は何を聞きたいのだろう？といぶかしく思いながら、答えましたが、きっと、被告代理人は私が学習指導要領を知らないと思ったんでしょう。

▽「元『慰安婦』は語る―李貴粉さんを訪ねて」（アーニ出版ＶＴＲ）を視聴した直後、生徒から「うちのおじいちゃんは大丈夫かな（たぶん、慰安所に行っていないかな）」と聞かれて私が「私にはわからないわ」と答えたことについて。「慰安所に行かなかった人がいたんだよ、とどうして言えなかったのか」と聞いてきました。私は、「そう答えるべきだったんですか」と逆質問をせざるを得ませんでした。

▽「転任内定時に前任者との引継ぎを私が要求したにもかかわらず、校長が拒否した。したがって、それまでに履修した内容は、生徒のノートで見ただけで、よくはわからなかった」と私が言ったことに関して、「前任者に自分から連絡をとろうとしなかったのか」と聞いてきました。「それは私の仕事ではなく、校長の仕事です。内定時面接時に教科の引継ぎをさせるのは、校長の大事な仕事です」と答えましたが、被告側の尋問内容に拍子抜けしました。

原告側代理人からの尋問では、校長が私について、悪意に満ちたまったくの虚偽の宣伝を保護者・生徒に流し続けた結果、2001年度3年生との関係を壊され、授業も壊されたこと、しかし、その当時担当していた１年生の授業では全くそのようなことはなかったこと、それは１年生の授業も観察していた校長自身知っていたはずのこと。また、多摩中在職中も、その後、転任したどの学校でも、2001年度3年生のようなことはなかったことを証言しました。その客観的資料として、私の授業について他の校長が書いた評価用紙を提出し、指導力不足等教員の申請が誤りであり、もの申す教員排除の攻撃であったことを立証しました。

◆おまけの尋問◆

　最後に、私に対して被告都教委の職員だろう人がおもしろい尋問をしてきました。私が大豆についての授業を紹介した際に、ポストハーベストにも言及したことを話したら、それを問題と思ったのでしょう。「ポストハーベストとは何ですか」と聞いてきて、そのやり取りの中で「悪いことをやっていいんですか」と言うようなことを口走りました。本人は、意識してではなく、ぽろっと出してしまったのでしょうが、権力側にとって「悪い（権力に都合の悪い）こと」は授業で取り上げてはいけないという不文律があるのでしょう。また、それが、都教委及び市教委にとっての学習指導要領の解釈であることを露呈させました。

中身では確実に私の側が勝ちました。民事１１部の裁判官３人が、今日と前回の尋問から、被告の嘘をしっかり見抜いてくれることを祈るばかりです。
次回（２月２７日１６：３０　７１０号法廷）は結審です。

         〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆

　　　根津さん多摩中裁判傍聴の感想　

　　　　　　　　　　　　     大舘眞弓　（本郷文化フォーラムワーカーズスクール）
　今年の５月「国民投票法」が強行採決され、３年後に憲法が変えられようとしている。危機的、現状況下で、根津さんの闘いは改憲阻止の重要な闘いの一つだ。私は根津さんの闘いを自分の問題としてとらえ、都庁前ビラ配りや裁判の傍聴に参加している。今回の多摩中裁判を傍聴したときの感想を記したい。

　前島校長は「根津さんの授業は生徒が私語、立ち歩き、サボリ、居眠りなどの行為をとったりしていて信頼されていない。『指導力不足等教員』である。」と主張した。しかし、反対尋問では、根津さんが多摩中学校に着任当時「学校は荒れていて、根津さんだけでなく他の先生も授業が成り立たない、ポルノ雑誌やコンドームが転がっていたり（繁華街が学区にある）、オカマやレイプ等のことばが飛び交うなど、性的にもゆがんだ状態」だったということが明らかにされた。

　そんな中だから、三年生の家庭科の授業で根津さんが、同性愛者の問題をテーマにした背景が、聞いている私に鮮明に伝わってきた。生徒のおかれた環境や実情から、根津さんは実態に即したカリキュラムを丁寧に組み、子どもをひきつけ、工夫を凝らした授業を行なったのだ。

　「従軍慰安婦の授業」では、保護者の苦情や生徒の気持ちを悪利用し、根津さんに対してバッシングさせる状態を作りあげ、教育行政に沿わない教員を排除しようとした前島校長の証言は、うその上塗りで原告側弁護士の質問に窮していた。

　「教育者なんだろう！真実を言え！」と腹が立った。傍聴席から怒りの声を上げた支援者を制止する裁判長の叱責は、私には滑稽にさえ聞こえた。根津さんの尋問は戦闘的で、楽しげでもあった。

　合成洗剤と石鹸の洗浄力、添加物の加と無の食べ比べなどなど、実験を通して目に見えない物に対して思考を働かせ、健康を守ることや生活の改善等の授業。生徒同士の感想文の中でも、さらにその内容を深め、社会問題への授業を展開させるすばらしい教育の数々……。私も、こんな授業を受けたかった。私には二人の子どもがいるが、親の立場からも、このような授業なら安心して子どもを学校に送り出せる。根津さんは、バッシングの中で、苦しいことが多々あっただろう。都・市教委、校長、教頭の授業観察で、生徒たちが授業態度でエールを送ってきたエピソードは感動した。

　5時間半という長時間の尋問は、緊迫し、笑い、そして科学的な授業への驚きと、満載だった。これは根津さんの闘いそのものだ。根津さんを絶対に解雇させてはならない。
〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆　　




     　 南大沢養護学校での近況をご報告します

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 根津公子　

「自己申告書が出ていないが面接をする」と伝えられ、11月14日（水）2時、校長室に行った。しかし、自己申告の面接などではなかった。こんなことで嘘はつかないでほしいものだ。副校長が記録係で校長から２点伝えられた。

①「来年度の人事構想にあなたは入っていない。」（これを伝えるのが主目的だったんだろう）

②「文字の入ったアピール性のある服装は非常にふさわしくないので、注意します。職務専念義務になります。着替えてください。」

―①について私は、「半年前は人事構想にあったのですか」と聞いたが、返答はなかった。

―②については、「職務命令のはずなのに、職務命令違反ではなく、職務専念義務違反というのは変ですね。職務命令違反とはできないのでしょう」と聞いたが、説明はなかった。

「職務専念義務違反をいうならば、あなたたち、重大なことを忘れていませんか」と具体的に、あることを指摘してやった。

　校長は、自分の服装は自己主張ではない、と思い込んでいるのであろうか？家庭科の教科書には、「自己表現として」の服装の役割が記されているのだけれど



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集会のお知らせ

《立たなければクビッ！？》

　改悪教育基本法の実働化をとめよう！　12･22全国集会

　　　　2007年12月22日（土）13時～16時〔12時開場〕

　　　　北トピア（JR 王子駅前）さくらホール　　500円

　　よびかけ人　　　大内裕和　小森陽一　高橋哲哉　三宅晶子

　　主催　　　「12･22集会実行委員会」

　　　　　　　　


　　　　　都教委の回答書のコピーを事務局までお寄せください

　去る10月5日の第1回One Day アクション時には、多くの皆さんが、都教委に要求書や質問書を出してくださいました。そのことは、非常に大きな力になっていると思います。都教委によると、それらのすべてに回答を送ったということです。そこで、お手数ですが、その回答のコピーを、会の事務局まで、メール、ファックス，郵送などでお送りください。すでにコピーを送ってくださった皆さん、ありがとうございました。第2回のOne Day アクションでは、それらをまとめたものをお配りし、皆さんとともに、都教委と私たち市民との間に民主主義の大前提である「対話」が成り立っているかどうかを検証し、教育破壊をしている都教委の行政を正していく手がかりにしたいと思います。〔事務局〕


当面のスケジュール　

　お寒いなかですが共闘をお願いいたします
▼12･22　《立たないとクビッ！？》

改悪教育基本法の実動化をとめよう！全国集会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北トピア　（JR王子駅前　13:00～16:00）

（当会も賛同団体です）

▼12･25　　One Day アクション〔第2回〕　
　　　　　　新宿都庁前　12:00～19:00　（8:00～9:00はビラまきです）

裁判傍聴関係　　

　　（東京地裁は地下鉄霞ヶ関下車1分です）

　 ▼12･27　10:30～河原井さん2007被処分取り消請求　  

 東京地裁710号法廷

　　　　　　 10:45～河原井さん･根津さん2006被処分取り消し請求(合同)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 東京地裁710号法廷

　　　　  　 11:00～根津さん2007被処分取り消し要求請求

東京地裁710号法廷

　 ▼1･23　  16:30～河原井さん2005被処分取り消し請求 

 東京地裁722号法廷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼2･27　 16:30～根津さん多摩中裁判結審　　　　 　 

東京地裁710号法廷


河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会　ニュース12号　の主な内容

　■御礼とあれやこれやのお願い　〔2p～〕　

　　☆「君が代」解雇をさせない署名の第1次締め切りと署名簿渡しのこと

　☆意見広告賛同者募集の中間報告　☆今年の被処分提訴に伴う資金カンパのお願い

■裁判報告（4p～）

　　☆河原井さん　2005年3月被処分〔減給6ヶ月〕　2006年1月周年行事被処分（停職1ヶ月）　2007年3月卒業式被処分〔停職3ヶ月〕

　　☆根津さん　　2002年　多摩中裁判〔減給3ヶ月〕　　2006年3月卒業式被処分（停職3ヶ月　2007年3月卒業式被処分〔停職6ヶ月〕

　■お願いやお知らせ　幾つか（16p）
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